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菜の花とさくら祭り開催中！
　いこいの里一面に咲く菜の花と、さくら満開の下でお花見は
いかがですか？�夜はライトアップして、より一層春の訪れを感
じられることまちがいなし！�なお、場所に限りがありますの
で、ご予約をお願い致します。
●期間＝４月８日（日）夜９時まで
●場所＝ふれあい広場
※ご予算に応じてお花見弁当・オードブルご予約承ります。詳
しくは、いこいの里までお問い合わせください。

ご家庭で温泉が楽しめる！
「いこいの里　温泉の素」大好評発売中！
　日本トップクラスの美肌の湯がご家庭でも味わえます。特徴であ
る肌のつるつる感を家庭でも気軽に楽しんでください。乾燥肌の方
に特におすすめです。お土産、贈答用に、また地方発送も承ります。

●料金＝1回用25g入150円、
　　　　10回用250g入840円

歓迎会・入学祝ご予約承ります
　４月は歓迎会や入学祝いのシーズンです、いこいの里では、
会席料理やオードブル・バイキング・お寿司など盛りだくさんの
プランをご用意しております。ご予約はお早めに！

「風呂の日」好評開催中！
　毎月第1・３日曜日開催中（４月は１日、15日）はずれくじなし
の抽選会や、ポイントカード2倍のサービス実施中！

休館日のご案内
４月の休館日は４月18日（水）です。
＊毎月第３水曜日となります。

〒888-0008 串間市大字本城987  TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日
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読者プレゼ
ント

お便りをくださった方から抽選で、入浴券を10名

様にプレゼント。

※大浴場をご利用の場合は、入湯税150円が必要です。露

天風呂は入湯税は必要ありません。

応募締切は4月30日㈪当日消印有効です。

F R O M  E D I T O R ' S

人生で初めて映画のロケを目にするこ
とができた３月。まったく何も知ら

ないままロケを取材したため、戸惑うこと
も多くありましたが、新しい知識に出会う
月でした。４月は出会いと別れの季節です。
また新しいことに触れてみたいですね（ナ）

この１年、種々の出来事や輝く人びと
を取り上げてきた。分かりやすく伝

えられたかとの問いに疑問は残るが『広
報に載ったら反響がすごくて』の声に
支えられてきた。拙い文章でもぬくもり
の伝わる広報でいられたらと思う ( サ )

串間温泉

　大束地区・井牟田にお住まいの農業庄
司功太朗さん（27）、うららさん（21）ご夫妻。
今年１月20日に待望の長女・來

ら

夢
む

ちゃん
が誕生しました。串間市民病院で生まれた
という來夢ちゃんは、同病院が産婦人科を
開設して以来、誕生１０００人目の赤ちゃん。
希望あふれるその名のとおり、庄司さんご
夫妻そして市民病院の双方に大きな喜びを
運んで来てくれました。そんな來夢ちゃんを
大切に胸に抱き「元気で優しい子に育って
ほしい」と目を細める庄司さんご夫妻でした。

庄司さんご家族

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

◎市の木/そてつ◎市の花/かんな
◎市の鳥/めじろ◎市の花木/山桜
◎人口  20,078人（前月比−5人）
　男9,269人　　女10,809人
　世帯数8,375世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使い下さい。

おたより待ってます
◎ この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

医療講座に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成24年3月１日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

くらながけんぞう
（82歳）
串間市都井出身。昭
和５年12月生まれ。
都城泉ヶ丘高校の第
１回卒業生。卒業後、
都井村役場に勤務。
その後、串間市への
合 併を経て昭和37
年に退庁。同年に現
在の仕事である共和
自動車部品商会を設
立する。仕事をしなが
ら海上保安庁の灯台
保守への協力を続け
ている。

Profile

◎
倉
永
謙
藏

灯
台
の
守
り
人

平成 23 年 11 月３日に開かれた海上保安庁長官表彰伝達式での記念撮影。

随　想

鬢
びん

垂
だれ

島は本城地区の一里崎の沖合に浮かぶ小島です。
魚がよく釣れる島なので、釣り好きな方はご存じではな

いでしょうか。そんな釣り人の皆さんにはなじみ深い島である
鬢垂島にある灯台と福島港の北側にある灯台の管理協力
活動を、もう２０年ほど続けています。
　正式には平成３年（１９９１年）の４月からでしたね。当時、
遊漁船組合の会長をしておりまして、その縁から海上保安
庁の用船協力者としてお手伝いすることになりました。４．３ｔ
ある南光丸に乗って島での仕事をしております。
　主な仕事は灯台の見回りのほか、保安庁の補修職員の
方の島渡しが年間に６回ほど。そのほか灯台周辺や道路の
草刈りなどの定期点検や日常の保守管理ですね。この作業
が思いのほか大変で、台風などが来たときは灯台の様子を
見なければいけません。
　実際、明かりが消えていたことがあり、嵐の中船を出しまし
た。また草はすぐ伸びるので、草刈りもおろそかにはできませ
ん。そのため草刈りもこまめにしておりました。そのほか朝夕の
見回りなどもあり、灯台の管理というのものは忙しいものだとつ
くづく感じました。
　遊漁船組合におりましたので、海上保安庁の皆さんとは、
なかなか長くお付き合いさせてもらっています。一度は密漁船

を見つけて通報したこともありましたね。海上保安庁の業務
への協力だけでなく、国土交通省の不定期航路指定船の
仕事も協力しています。不定期航路指定船とは、その名の
通り不定期に人を乗せて運行する業務のことです。常に運
行する船というわけではないので、このように呼ばれるのですね。
　そのほかにもいろいろ得難い体験をさせていただきました。
そのようなこともあり、海上保安庁の方に協力することが多く、
いくつか感謝状をいただきました。その中の一つが平成２３年
の１１月にいただいた海上保安庁長官表彰です。この表彰
は、冒頭にご紹介した鬢垂島と福島港の灯台の保守活動
に、長年貢献したということのものでした。賞をいただくのは
初めてではありませんでしたが、長年の活動を認めていただ
けたことはうれしかったですね。苦労の甲斐があったような気
がします。
　灯台というものは広い海で目印になる大事な命綱です。言
わば海の安全を担っているというわけですね。そのため灯台
がいつもしっかり役割を果たしてくれることが必要です。そのた
めには、日々 の手入れが大事になってきます。そのような点か
ら考えると、わたしの活動は小さいながらも大事なことであ
ると感じることができます。海の安全を守るため、これからも
自分なりに協力していくつもりです。


